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安 全 安 心 を 追 求 し た ま ち づ く り
～ 建 設 業 者 は 地 域 の 未 来 を 形 に す る パ ー ト ナ ー ～

の 好 循 環 を 生 み 出 す た め の まち づ く り に 、 積 極 的 に チ ャ レン ジ し て い き た い 。　
そ の 中 で も 、 公 園 の 魅 力 向

上 は 重 点 事 業 の 一 つ だ 。 特 に高 齢 化 が 進 む 北 竜 台 市 街 地 にお い て 、 北 竜 台 公 園 を 活 用 した 賑 わ い 創 出 な ど の 活 性 策 を推 進 し て い く 。 公 園 は 、 単 なる 「 緑 地 」 や 「 遊 具 が あ る 場所 」 で は な い 。 子 育 て 世 代 にと っ て は 日 常 の 居 場 所 で あり 、 高 齢 者 に と っ て は 健 康 づく り や 交 流 の 場 で あ り 、 地 域に と っ て は コ ミ ュ ニ テ ィ の 核に も な り 得 る 。 こ こ に 賑 わ いが 生 ま れ る こ と で 、 地 域 の 安心 感 や 愛 着 に も つ な が る 。　
ま た 、 公 園 を 含 め た 公 共 空

間 の 活 用 は 、 防 災 面 で も 重要 だ 。 平 時 に 多 く の 人 が 集 まり 、 使 い 慣 れ た 場 所 で あ る ほど 、 有 事 の 際 に は 避 難 行 動 や地 域 の 支 え 合 い に も ス ム ー ズに つ な が る 。　
学 校 跡 地 の 利 活 用 も 、 行 政

資 産 の 活 用 と し て 、 人 口 問 題や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 と密 接 に つ な が る テ ー マ だ 。 現在 、 跡 地 に つ い て 市 民 と 議 論を 重 ね て い る 。 重 要 な の は 、跡 地 を 「 何 か に 使 う こ と 」 その も の が 目 的 化 し な い こ と 。地 域 の 課 題 が 何 で 、 ど の 世 代の 暮 ら し を ど う 支 え る の か 、将 来 に わ た り 維 持 で き る のか 。 そ う し た 観 点 で 、 最 適 な形 を 選 ぶ 必 要 が あ る 。　
学 校 跡 地 の よ う に 地 域 に

と っ て 思 い 入 れ が あ る 場 所 ほど 、 住 民 の 皆 さ ま の 声 を 丁 寧に 聞 き 、 合 意 形 成 を 図 り な が

る 。  「 住 み 良 さ 」 と 「 幸 福 感 」の 追 求 に は 、 何 よ り も ま ず「 安 全 ・ 安 心 」 を 享 受 で き る住 環 境 を 提 供 す る こ と が 土 台に な る 。　
公 共 工 事 や 公 共 施 設 の 整

備 ・ 維 持 管 理 は 、 そ の 土 台 を具 体 的 な 形 に す る 事 業 で あり 、 入 札 ・ 契 約 の 在 り 方 は 、そ の 品 質 や 安 全 性 、 そ し て 公正 性 を 左 右 す る 。　
手 続 き の 公 平 性 、 透 明 性 、

適 正 性 を 確 保 す る こ と は 当 然の 前 提 だ が 、 公 共 工 事 は 単 に「 安 け れ ば 良 い 」 と い う 話 では な く 、 品 質 の 確 保 、 安 全 管理 、 工 期 の 妥 当 性 、 地 域 の 実情 に 即 し た 施 工 体 制 な ど 、 結果 と し て 市 民 の 安 全 ・ 安 心 につ な が る こ と が 最 重 要 だ と 考え て い る 。　
入 札 制 度 は 「 公 平 で 、 透 明

で 、 適 正 で あ る こ と 」 を 揺 るが ぬ 土 台 と し な が ら 、 そ の 先に あ る 成 果 、 す な わ ち 市 民 の安 全 ・ 安 心 に つ な が る 品 質 と持 続 可 能 性 を 確 保 す る 。 こ の考 え 方 で 臨 ん で い き た い 。　
■ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー ジ

　
建 設 業 界 の 皆 さ ま に は 、 日

頃 か ら 地 域 の 安 全 ・ 安 心 、 そし て 市 民 生 活 の 基 盤 を 支 え てい た だ い て い る こ と に 、 心 から 敬 意 を 表 す る 。 道 路 や 公 共施 設 の 整 備 ・ 維 持 管 理 は も ちろ ん 、 災 害 が 発 生 し た と き には 復 旧 ・ 応 急 対 応 の 最 前 線 に立 っ て い た だ く こ と も 多 く 、ま さ に 地 域 を 支 え る 要 と な る存 在 だ 。　
先 日 、

1 0年 ぶ り と 言 わ れ

る よ う な 大 雪 に 見 舞 わ れ た際 、 私 は 建 設 業 界 の 皆 さ ま の力 強 さ を 改 め て 実 感 し た 。 夜通 し で 融 雪 剤 を 撒 き 、 除 雪 作業 に 当 た っ て く だ さ っ た お かげ で 、 翌 朝 に は 主 要 な 道 路 の交 通 が 確 保 さ れ て い た 。 こ うし た 献 身 的 な 働 き が 、 市 民 の日 常 生 活 を 守 っ て い る 。 大 雨や 雪 と い っ た 自 然 災 害 が 激 甚化 す る 中 で 、 重 機 を 操 り 、 現場 を 熟 知 し た 皆 さ ま の 存 在 なし に は 、 ま ち の 安 全 は 語 れ ない 。　
現 場 代 理 人 の 兼 務 基 準 の 緩

和 な ど 、 地 元 企 業 が 受 注 し やす い 環 境 づ く り に も 努 め て きた 。 現 場 で 見 え て い る 課 題 、施 工 や 維 持 管 理 の 工 夫 、 地 域特 性 に 合 っ た や り 方 な ど 、 行政 側 が 学 ぶ 点 は 多 く あ る 。　
困 難 な 課 題 が 山 積 す る 時 代

だ か ら こ そ 、  『 断 固 た る 決 意は 不 可 能 を 可 能 と す る

』
と い

う 信 条 の も と 、 諦 め ず に 挑 戦を 続 け る 。 地 域 の 未 来 を 形 にし て い く パ ー ト ナ ー と し て 、引 き 続 き お 力 添 え を お 願 い した い 。

ス ロ ー ガ ン と し て 、  「 安 全 と安 心 を 追 求 し 、 住 み 続 け ら れる ま ち を 創 る 」 を 掲 げ た 。　
特 に 人 口 問 題 を 最 重 点 課 題

と し て 捉 え て い る 。 人 口 減 少局 面 は 、 行 政 サ ー ビ ス や 地 域経 済 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 にも 直 結 す る 。　
一 方 で 、 こ こ を 正 面 か ら 見

据 え 、 子 育 て ・ 教 育 ・ ま ち の魅 力 ・ 都 市 基 盤 を 一 体 で 磨 き上 げ る こ と が で き れ ば 、  「 住み 続 け た い 」  「 こ こ で 子 育 てを し た い 」  「 将 来 も 安 心 だ 」と い う 好 循 環 を つ く る こ と がで き る 。 私 の 信 条 は 『 断 固 たる 決 意 は 不 可 能 を 可 能 と する
』
で あ る 。 困 難 な 課 題 が 山

積 し て い る か ら こ そ 、 諦 めず 、 信 念 を 持 っ て 挑 戦 を 続け 、 市 民 の 幸 福 度 を 高 め て まい り た い 。　
■ 重 点 事 業 に つ い て

　
人 口 減 少 局 面 に あ る 今 こ

そ 、 本 市 が 持 つ 潜 在 的 な ポ テン シ ャ ル を 最 大 限 に 引 き 出し 、 地 域 の 活 力 と 住 み や す さ

ら 、 暮 ら し の 質 を 高 め る 利 活用 に つ な げ て い く 。 重 点 事 業は 「 点 」 で 打 つ の で は な く 、「 住 み 続 け ら れ る ま ち 」 と いう ゴ ー ル に 向 け て 、 暮 ら し ・魅 力 ・ 安 全 安 心 を 一 本 の 線 で結 ん で 進 め て い く 。　
■ イ ン フ ラ 整 備 に つ い て

　
道 路 や 公 共 施 設 、 交 通 結 節

点 な ど の イ ン フ ラ は 、 普 段 は当 た り 前 の よ う に 使 わ れ て いる が 、 そ こ が 安 全 で 快 適 で ある こ と が 、 住 み 良 さ の 実 感 に直 結 す る 。　
具 体 的 に は 、 本 市 の 玄 関 口

で あ る 佐 貫 市 街 に お い て 、 ＪＲ 龍 ケ 崎 市 駅 前 の ロ ー タ リ ー改 修 事 業 を 推 進 し 、 安 全 性 と快 適 性 を 高 め た い 。 こ こ を より 安 全 に 、 よ り 分 か り や すく 、 よ り 快 適 に 整 え る こ とは 、 市 民 の 利 便 性 向 上 だ け でな く 、 ま ち の 印 象 や 活 力 向 上に も つ な が る 。　
さ ら に 、 駅 周 辺 や 「 台 の 下

地 区 」  、 幹 線 道 路 の 沿 道 な どの 土 地 利 用 の 可 能 性 を 真 剣 に検 討 し て い く 。  「 台 の 下 地 区 」は 、 駅 か ら 歩 い て
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h aも の 広 大 な エ

リ ア が 広 が っ て い る 。 こ の エリ ア を ど う 有 効 活 用 す る か がま ち の 未 来 を 左 右 す る 。 民 有地 で は あ る が 、 人 が 集 ま る 仕掛 け や 、 宅 地 開 発 、 あ る い は雇 用 を 生 む た め の 開 発 な ど 、常 磐 線 と い う 強 力 な 交 通 イ ンフ ラ を 活 か し た 将 来 像 を 描き 、 検 討 を 進 め た い 。　
ま た 、 イ ン フ ラ は 「 造 る 」

こ と と 同 じ く ら い 「 守 る 」 こと も 重 要 だ 。 猛 暑 や 豪 雨 な どの リ ス ク が 高 ま る 中 で 、 公 共施 設 の 防 災 ・ 減 災 対 応 や 、 災害 時 の 危 機 管 理 体 制 の 強 化 も欠 か せ な い 。　
酷 暑 へ の 対 応 と し て 、 子 供

た ち の 命 と 学 び の 環 境 を 守 るこ と を 最 優 先 に し 、 小 中 学 校体 育 館 へ の エ ア コ ン 設 置 を 全校 一 斉 に 進 め て い る 。 こ れ は避 難 所 と し て の 機 能 強 化 で もあ り 、 広 い 意 味 で の 都 市 基 盤の 強 靭 化 だ 。　
牛 久 沼 の 活 用 に つ い て は 周

辺 市 町 村 や 県 と 連 携 し 、 まず は 水 質 改 善 な ど 環 境 整 備 を徹 底 す る 。 そ の 上 で 、 道 の 駅整 備 予 定 地 だ っ た 場 所 の 一部 を 活 用 し 、 サ ッ プ や ウ ィ ンド サ ー フ ィ ン と い っ た 水 上 スポ ー ツ を 楽 し め る ス ポ ッ トや 、 安 全 な 駐 車 場 を 整 備 し たい と 考 え て い る 。　
■ 入 札 制 度 に つ い て

　
入 札 制 度 は 、 行 政 運 営 の 根

幹 に 関 わ る テ ー マ で あ り 、 市民 の 信 頼 を 確 保 す る う え で も非 常 に 重 要 だ と 認 識 し て い

　
■ ２ 期 目 の 抱 負

　
多 く の 市 民 か ら 温 か い ご 支

援 と ご 支 持 を い た だ き 、 引 き続 き 市 政 運 営 の 重 責 を 担 う こと と な っ た 。 改 め て 、 そ の 期待 と 信 頼 の 重 み を し っ か り 受け 止 め 、 全 力 で 市 政 運 営 に 邁進 す る 。　
こ の ２ 期 目 に お い て 、 私 が

最 も 大 切 に し て い る の は 、 子供 か ら 若 者 世 代 、 そ し て 高 齢者 ま で 、 こ の ま ち に 住 ま う 全て の 人 が 、 幸 福 を 実 感 し な がら 笑 顔 で 暮 ら し 続 け ら れ る まち を 、 市 民 と 一 緒 に 創 り 上 げて い く こ と 。 そ の た め に 、 ライ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 「 住 み良 さ 」 と 「 幸 福 感 」 を 追 求 して い き た い と 考 え て い る 。　
そ し て 、 そ の 土 台 に な る の

が 、 何 よ り も ま ず 「 安 全 ・ 安心 」 だ 。 防 災 ・ 防 犯 を は じめ 、 福 祉 や 教 育 、 都 市 基 盤 など 、 さ ま ざ ま な 分 野 で の 安 全や 安 心 が 折 り 重 な っ て 、 初 めて 市 民 の 実 感 に つ な が っ て いく 。 だ か ら こ そ ２ 期 目 の 公 約

　
昨 年

1 2月 の 市 長 選 挙 に お い て 、 多 く の 支 持 を 得 て 再 選

を 果 た し た 萩 原 勇 氏 。 １ 期 目 は コ ロ ナ 禍 や 物 価 高 騰 とい っ た 未 曾 有 の 困 難 に 直 面 し な が ら も 、 対 話 と ス ピ ー ド感 を 重 視 し た 市 政 運 営 を 展 開 し て き た 。 ２ 期 目 の ス タ ート に あ た り 、 萩 原 市 長 は 「 安 全 と 安 心 を 追 求 し 、 住 み 続け ら れ る ま ち を 創 る 」 を ス ロ ー ガ ン に 掲 げ る 。 公 園 の 利活 用 や 駅 前 整 備 、 さ ら に は 「 台 の 下 地 区 」 の 開 発 な ど 、龍 ケ 崎 市 の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 限 に 引 き 出 す 具 体 策 を 掲げ る 。 も ち ろ ん 、 基 幹 産 業 で あ る 建 設 業 界 へ の 期 待 も 高い 。 市 民 の 期 待 を 一 身 に 背 負 う 萩 原 市 長 に ２ 期 目 の 施 政方 針 を 聞 い た 。
北 竜 台 公 園 を 再 整 備

萩 原 勇 （ は ぎ わ ら ・ い さ む ） 1 9 7 5 年 （ 昭 和 5 0 年 ） 7 月 2 4 日 生

ま れ の 5 0 歳 。 明 治 大 学 公 共 政 策 大 学 院 修 了 。 市 議 会 議 員 、 県 議

会 議 員 を 経 て 2 0 2 2 年 か ら 現 職 。 趣 味 は 料 理 で 「 子 供 が 喜 ぶ の

で 洋 食 を つ く る こ と が 多 い 」 と の こ と 。 座 右 の 銘 は 『 断 固 た る

決 意 は 不 可 能 を 可 能 と す る 』 。
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